
支援事業者の方へのお願い 

 

１ 高齢者の自宅に訪問した際に、留意していただきたい事項 

 

【チェックポイント（例）】 

 

〇普段見慣れないダンボール箱や商品が、部屋や押入れの中にないか 

   特に苦情の多い商品 －健康食品、海産物、布団、書籍など 

 

〇外壁・屋根工事・床下換気扇等のリフォーム工事、シロアリ駆除、耐震改修工事など

の形跡がないか 

 

〇見慣れない車や人物が出入りしていないか 

 

〇商品や工事などの見積書・契約書、料金支払の督促状がないか 

 

〇急にお金に困っている様子が見られないか 

 

〇人の訪問や電話におびえている様子や落ち着きのない態度が見られないか 

 

２ 消費生活相談窓口への相談を勧め、了解を得てから連絡する。 

【 相談窓口 】 

●消費者トラブル全般に関する相談 

   香川県消費生活センター     ０８７－８３３－０９９９ 

   東讃県民センター         ０８７９－４２－１２００ 

   小豆県民センター         ０８７９－６２－２２６９ 

   中讃県民センター         ０８７７－６２－９６００ 

   西讃県民センター         ０８７５－２５－５１３５ 

 

※高松市消費生活センター（高松市民のみ） ０８７－８３９－２０６６ 

●詐欺や悪質商法などの犯罪被害に関する相談 

  警察総合相談            ♯９１１０ 

 

※地域包括支援センターと県や市の消費生活センターは連携しています。 

資料 １ 



○ 消費者相談及び通報

香川県の消費者被害防止の地域体制 【健康福祉部門とのネットワーク】

在宅介護事業所等
(ヘルパーやケアマネージャー等)

・高齢者や障害者への啓発情報
や警戒警報の情報提供
・見守りと異変の気づき

・被害回復及び二次被害防止の
ため消費生活センターや警察へ
の相談の勧め

香川県

くらし安全
安心課

消費生活セ
ンター

香川県

長寿社会対策課

障害福祉課

一斉メール

集団指導研修・相談窓口マグネット・リーフレット配
布

メール

定期的な
啓発情報
警戒警報

○ 消費者被害防止の情報提供

定期的な啓発
情報
警戒警報

消費者被害にあった高齢
者や障害者

在宅介護事業者等
(ヘルパー及びケアマネー
ジャー等)

信頼 相談の
勧め

市町地域包括支
援センター

香川県消費
生活センター

県民センター
・小豆
・東讃
・中讃
・西讃

高松市消費生
活センター

香川県

くらし安全安
心課

香川県警察

相
談

相
談

通報
(詐欺)

引
継
ぎ

連絡
（悪質）

連絡
（詐欺）

契
約

在宅介護
サービスを
受ける高
齢者・障害
者

連携
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香川県消費生活センター発行 

悪質業者は高齢者や障害者を狙っています 

～トラブルから守れるのは 身近なあなたの気付きです～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Nｏ．１０ 

２０１６．２ 

～皆さまの気付きが必要です～ 

高齢者・障害者の消費者トラブルには、「だまされたことに気付きにくい」うえに「被害にあっても誰にも相談しない」とい

う特長があり、解決できないばかりか二次被害にあうケースがあります。 

皆さまが、訪問宅で見つけたトラブルの兆候は、他の人では発見しづらい貴重な情報です。ご本人の気持ちを尊重しながら

も、問題の解決や二次被害を防ぐためには行政の専門相談機関につなぐことが大切です。ぜひ、消費生活相談窓口への相談を

勧めてください。 

すでに新聞を取っているのに、新たに契約をしたようだ。新聞購読を長期間契約した契約書が見つかっ

た。高額な景品をもらったという話を聞いた。訪問宅でこんな出来事はありませんか。 

 

○新聞勧誘に限らず、業者が訪問して来た時は、対面せずにインターホンやドア越しに訪問目的等を確認し、不

要だと思ったら「いりません」「帰ってください」ときっぱり断りましょうとアドバイスして下さい。また、断っても居

座られた時や、威圧的な勧誘で恐怖を感じたときは警察に通報してよいことも伝えて下さい。 

○業者と対面したときも決してその場で決めず、必ず誰かに相談するように伝えて下さい。相談を受けたとき

は、その人にとって無理な契約内容になっていないか一緒に考えてあげて下さい。契約する時は、契約の内

容を記した書面を必ずもらい、証拠書類として大切に保管するようにアドバイスをお願いします。 

○断ることが苦手な人もいますので、断る時には付き添ってあげてもいいでしょう。見守る人がいることを業者

に示すことで、新たなトラブルから高齢者や障害者を守ることができます。 

○販売店とトラブルになった場合はもちろん、不安に感じている場合も相談窓口へ相談することを勧めてくださ

い。クーリング・オフが可能な場合もあるので、手続きの方法をアドバイスすることができます。 

香川県消費生活センター            東讃県民センター    ０８７９－４２－１２００ 

相談専門    ０８７－８３３－０９９９  小豆県民センター    ０８７９－６２－２２６９ 

 ヤミ金融専用  ０８７－８３４－０００８  中讃県民センター    ０８７７－６２－９６００ 

香川県警察相談専用電話   ♯９１１０    西讃県民センター    ０８７５－２５－５１３５ 

     又は  ０８７－８３１－０１１０  高松市消費生活センター ０８７－８３９－２０６６ 

トラブル発見のポイントとアドバイス 

新聞の勧誘員が「今なら景品をあげる」「いつでも辞められるから」と言うので 

３年間の長期契約をし、景品のテレビをもらった。配達が始まって 1 年経ったころ、視力が落ち、新

聞を読むのが困難になってきたので「解約したい」と申し出ると、残りの 2 年分の購読料と景品代金

を請求された。いつ辞めてもいいと言われていたので、支払いたくない。 

 
 高額な景品を渡して、長期間あるいは数年先から始まる契約をさせたり、いつでも辞められると言って契

約させ解約を申し出ると応じないなど、問題のある新聞勧誘の相談が多く寄せられています。特に高齢者で

は体調不良や老人ホーム等の入居など、長期に新聞の購読を続けることが困難な場合が発生する可能性があ

ります。トラブル防止の観点からも、高額な景品に惑わされず、できるだけ見通し可能な期間の契約をする

ようにしましょう。また、新聞販売は法律でさまざまな規制がある訪問販売にあたりますので、不審に思っ

たら消費生活センターに相談しましょう。 

よくある相談 
 ～新聞購読の契約トラブル～ 

消費者を守るカメレンジャー 


